
地
域
に
お
い
て
良
い
人
材
を
集
め
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
七
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
三
十
七
号

地
域
に
お
い
て
良
い
人
材
を
集
め
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

県
に
お
け
る
基
本
方
針
等
（
第
六
条
―
第
八
条
）

第
三
章

そ
の
他
の
措
置
（
第
九
条
―
第
十
一
条
）

附
則

良
い
職
場
に
は
、
良
い
人
材
が
集
ま
る
。
そ
し
て
、
良
い
職
場
で
は
、
良
い
人
材
が
育
ち
、
い
き
い

き
と
活
躍
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
今
後
の
地
域
の
持
続
的
な
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
の
根
幹
と
な

る
。良

い
人
材
を
育
て
る
に
は
、
社
会
基
盤
の
提
供
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
社
会
の

様
々
な
分
野
で
、
良
い
人
材
を
育
て
る
社
会
基
盤
の
提
供
に
努
め
て
き
た
。
同
時
に
、
地
域
に
良
い
人

材
が
集
ま
り
、
育
ち
、
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
に
は
、
良
い
職
場
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
健
康
を
基

本
的
な
価
値
と
し
、
包
摂
性
を
備
え
、
創
造
的
で
生
産
的
な
環
境
の
中
で
、
働
く
人
が
組
織
の
内
部
及

び
外
部
と
の
交
流
を
円
滑
に
行
い
、
主
体
的
に
課
題
を
設
定
し
、
楽
し
く
果
断
に
挑
戦
で
き
る
職
場
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
力
人
口
の
急
激
な
減
少
、
雇
用
の
あ
り
方
及
び
労
働
に
対
す
る
意
識
の
変
容
、

科
学
技
術
の
急
速
な
進
展
等
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
県
や
地
域
の
一
部
の
職
場
で
は
、

働
く
人
の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
な
ど
困
難
な
状
況
に
直
面
し
た
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
捉
え
た
変
革

を
実
行
す
る
職
場
文
化
が
十
分
に
醸
成
さ
れ
な
い
な
ど
職
場
及
び
組
織
の
あ
り
方
に
課
題
を
抱
え
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
本
県
に
お
い
て
、
働
く
人
が
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
健
康

で
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
良
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ

の
際
、
ま
ず
、
県
が
、
県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
等
及
び
地
域
の
先
進
的
な
企
業
と
と
も
に
、



勤
務
環
境
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
率
先
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
地
域
の

企
業
な
ど
様
々
な
組
織
で
の
取
組
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
こ
こ
に
、
今
後
の
地
域
の
持
続
的
な
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
の
た
め
の
基
幹

的
な
施
策
と
し
て
、
良
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
方
向
性
を
示
し
、

実
効
性
の
あ
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
域
に
お
い
て
良
い
人
材
が
集
ま
り
、
育
つ
た
め
の
良
い
職
場
づ
く
り
の
推

進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
及
び
県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
等
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な

事
項
を
定
め
、
そ
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
人
材
が
集
ま
り
、

育
つ
地
域
社
会
の
実
現
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
の
持
続
的
な
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

良
い
職
場
づ
く
り

働
く
人
が
や
り
が
い
（
働
く
こ
と
に
対
す
る
精
神
的
な
充
足
を
い
う
。
）

を
持
っ
て
、
健
康
で
心
豊
か
に
活
力
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
勤
務
環
境
の
整
備
並
び
に
組

織
運
営
及
び
人
事
管
理
を
い
う
。

二

県

県
の
う
ち
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
及
び
警
察
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。

三

県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
等

公
立
大
学
法
人
奈
良
県
立
大
学
、
公
立
大
学
法
人
奈

良
県
立
医
科
大
学
、
地
方
独
立
行
政
法
人
奈
良
県
立
病
院
機
構
、
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
及

び
警
察
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

地
域
に
お
い
て
良
い
人
材
が
集
ま
り
、
育
つ
た
め
の
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
は
、
社
会
情

勢
が
変
化
す
る
中
で
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
良

い
職
場
を
つ
く
り
、
良
い
人
材
を
集
め
、
育
て
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
に
掲
げ

る
組
織
を
整
え
、
良
い
人
材
が
育
成
さ
れ
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

健
康
を
基
本
的
な
価
値
と
し
、
創
造
的
で
生
産
性
の
高
い
組
織



二

包
摂
性
が
高
く
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
、
組
織
の
内
外
に
お
け
る
交
流
が
円
滑
に
行
わ
れ
、

そ
の
促
進
に
取
り
組
む
組
織

三

社
会
情
勢
の
変
化
を
捉
え
、
主
体
的
に
課
題
を
設
定
し
た
上
で
、
職
務
上
の
使
命
に
、
楽
し
く
、

果
断
に
挑
戦
で
き
る
組
織

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
地
域
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
率
先
し
て
、
前
条
に
定
め
る

基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
県
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推

進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
等
の
役
割
）

第
五
条

県
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
の
取
組
も
踏
ま
え
、

所
要
の
事
項
を
計
画
等
に
反
映
さ
せ
た
上
で
、
良
い
職
場
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

県
に
お
け
る
基
本
方
針
等

（
県
に
お
け
る
基
本
方
針
及
び
基
本
的
施
策
）

第
六
条

県
は
、
県
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
本

方
針
に
の
っ
と
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

健
康
は
、
基
本
的
な
価
値
で
あ
り
、
公
共
性
の
高
い
職
場
で
あ
っ
て
も
職
員
の
健
康
を
損
な
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と

次
に
掲
げ
る
施
策

ア

よ
り
客
観
的
な
退
勤
時
間
等
の
管
理
、
長
時
間
労
働
を
さ
せ
な
い
仕
組
み
及
び
効
果
的
な
休

暇
の
取
得
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
障
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
勤
務
時
間
の
管
理
に
必
要
な
施
策

イ

精
神
上
の
障
害
に
関
す
る
対
策
（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
（
以
下
「
管
理
職
員

」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
健
康
管
理
に
係
る
評
価
の
活
用
を
含
む
。
）
を
は
じ
め
と
す
る
健
康

管
理
に
係
る
制
度
の
拡
充
に
必
要
な
施
策

二

職
員
の
創
造
性
を
促
し
、
生
産
性
を
高
め
る
こ
と

次
に
掲
げ
る
施
策

ア

庁
舎
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
に
資
す
る
空
間
の
創
出
、
業
務
の
変
革
及
び
職
員
の
創
造
性

並
び
に
組
織
の
内
外
に
お
け
る
交
流
及
び
結
び
つ
き
の
促
進
そ
の
他
の
健
康
的
に
楽
し
く
業
務

が
で
き
る
勤
務
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
創
造
性
を
促
し
、
生
産
性
を
高
め
る
環
境
の
整

備
に
必
要
な
施
策

イ

業
務
の
水
準
、
構
造
及
び
手
順
の
見
直
し
並
び
に
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
業

務
の
見
直
し
及
び
不
断
の
創
意
工
夫
に
必
要
な
施
策

三

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
並
び
に
高
度
化
及
び
複
雑
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る



た
め
、
多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
活
躍
で
き
る
よ
う
包
摂
性
を
高
め
る
こ
と

次
に
掲
げ
る
施
策

ア

フ
レ
ッ
ク
ス
制
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
三
月
奈
良
県
条

例
第
二
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
週
休
日
の
設
置
又
は
勤
務
時

間
の
割
振
り
を
い
う
。
）
の
拡
充
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
包
摂
に
資
す
る
勤
務
制
度

の
整
備
に
必
要
な
施
策

イ

多
様
な
人
材
の
採
用
、
登
用
及
び
活
用
に
係
る
制
度
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材

が
集
ま
り
、
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
に
必
要
な
施
策

四

社
会
情
勢
の
変
化
を
適
時
に
捉
え
る
た
め
、
組
織
の
内
外
に
お
け
る
交
流
及
び
結
び
つ
き
を
促

進
す
る
こ
と

次
に
掲
げ
る
施
策

ア

組
織
の
外
部
と
の
人
材
交
流
そ
の
他
の
組
織
の
外
部
の
人
材
の
積
極
的
な
活
用
を
は
じ
め
と

す
る
組
織
の
外
部
の
有
為
な
人
材
及
び
組
織
と
の
交
流
及
び
連
携
に
資
す
る
制
度
の
整
備
に
必

要
な
施
策

イ

業
務
を
行
う
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
の
外
部
と
知
恵
及
び
情
報
を
円
滑

に
交
換
で
き
る
環
境
の
整
備
に
必
要
な
施
策

ウ

職
員
間
の
情
報
の
共
有
及
び
意
思
疎
通
を
活
性
化
す
る
空
間
の
創
出
を
は
じ
め
と
す
る
部
局

間
及
び
職
員
間
の
円
滑
な
交
流
及
び
結
び
つ
き
を
促
す
環
境
の
整
備
に
必
要
な
施
策

五

職
員
一
人
一
人
が
社
会
情
勢
の
変
化
を
捉
え
、
県
民
の
利
益
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
主
体

的
に
意
欲
的
な
課
題
を
設
定
で
き
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
組
織
と
し
て
促
さ
れ
る

こ
と

次
に
掲
げ
る
施
策

ア

社
会
情
勢
の
変
化
を
捉
え
た
主
体
的
な
職
務
遂
行
の
促
進
に
資
す
る
人
事
及
び
業
務
の
管
理

を
は
じ
め
と
す
る
職
員
が
主
体
的
に
課
題
を
設
定
で
き
る
た
め
に
必
要
な
施
策

イ

管
理
職
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
評
価
基
準
の
明
確
化
及
び
そ
の
客
観
的
な
運
用
を
は
じ
め

と
す
る
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
の
実
現
に
資
す
る
人
材
に
よ
る
組
織
運
営
体
制
に
必
要
な
施

策

六

職
員
が
職
務
上
の
使
命
に
、
楽
し
く
、
失
敗
を
恐
れ
ず
果
断
に
挑
戦
で
き
る
こ
と

次
に
掲
げ

る
施
策

ア

職
員
の
海
外
派
遣
研
修
、
民
間
派
遣
研
修
そ
の
他
の
実
践
的
か
つ
効
果
的
な
研
修
の
実
施
を

は
じ
め
と
す
る
意
欲
的
に
職
員
一
人
一
人
の
使
命
に
挑
戦
す
る
人
材
の
育
成
に
必
要
な
施
策

イ

重
畳
的
で
な
く
合
理
的
な
意
思
決
定
の
実
行
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
を

踏
ま
え
た
意
思
決
定
の
あ
り
方
を
整
え
る
た
め
に
必
要
な
施
策



（
事
業
者
の
理
解
の
増
進
）

第
七
条

県
は
、
啓
発
活
動
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
、
良
い
職
場
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
）

第
八
条

県
は
、
地
域
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
雇
用
に
関
す
る
施
策
、
経
済
産
業
振
興
に
関
す
る
施
策
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
関
す
る

施
策
と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

そ
の
他
の
措
置

（
基
本
計
画
の
策
定
）

第
九
条

知
事
は
、
県
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
実
施
状
況
の
公
表
）

第
十
条

知
事
は
、
毎
年
度
一
回
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
県
が
講
じ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
と
り
ま
と

め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
十
一
条

県
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
県
に
お
け
る
良
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実

施
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
、
人
事
上
及
び
組
織
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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